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研究成果の概要（和文）：　自己効力感と内発的学習意欲を高める音楽教育方法として、「ふしづくりの教育」
に着眼した。昭和40年代から昭和53年3月まで、岐阜県古川小学校で実践され大きな成果を挙げたものである。
初年度では、「ふしづくりの教育」の意義・内容・史的展開等について研究した。次年度では、「ふしづくりの
教育」の実際の授業がどのように実践されていたのかについて、授業の研究を行った。最終年度では、これらの
2年間の成果を踏まえて、「ふしづくりの教育」の授業を実践した。
　その結果、現在の音楽科教育においても、「ふしづくりの教育」は非常に有効であり、特に、就学前教育と特
別支援教育において顕著であることが判明した。

研究成果の概要（英文）： As a concrete music education method to increase self-efficacy and internal
 motivation , I aimed at“Fusizukuri Education”. It was practiced in Furukawa Elementary School of 
Gifu prefecture and from 1966 to 1978, gave great results. In the first year, significancees, 
contents, and historic developments of“Fusizukuri Education”were studied. In the next year, I 
researched how the real classes of “Fusizukuri Education” were practiced. In the last year, I 
practiced the classes of “Fusizukuri Education” based on these 2-year results.
 As a result, in the current music education, “Fusizukuri Education” was very effective, and a 
remarkable thing became clear in support education and preschool education particularly.

研究分野： 音楽教育学

キーワード： 音楽科の学力　「ふしづくりの教育」　わらべうた遊び　保幼小中連携音楽カリキュラム
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１．研究開始当初の背景 
 どのように優れたカリキュラムも、それを

効果的に機能させるには、学習者の学習
意欲を重視した指導法が必要である。音
楽科の学力形成には、バンデューラの提
唱した自己効力感が極めて重要な機能
を果たしていると考える。ところが、「ふ
しづくりの教育」以外の音楽科教育にお
いては、教師主導の授業が多く、学習者
の主体性や学習意欲に配慮されること
は少なかった。 

 それに加えて、音楽科教育においては、従
来から「学力」に関する議論が低調であ
り、ともすると「活動」あって「学力」
無し、という状況であった。学習指導要
領に示された最低限の学力の獲得を学
習者に保障するカリキュラムも、「ふし
づくりの教育」以外には存在しなかった。 

 つまり、音楽科教育においては、教授・学
習方法の側面においても、カリキュラム
の側面においても、「ふしづくりの教育」
以外には、注目すべき実践は皆無であっ
た。 

 
２．研究の目的 
 このような背景を打破し、音楽科の学力構

造を明確化し、それに至るカリキュラム
と効果的な教授・学習方法を明らかにす
ることが本研究の目的である。 

 さらに、個別に独立して論じられることが
多かった、就学前教育・小学校教育・中
学校教育・特別支援教育を一貫する音楽
学力の構築をめざした、体系的なカリキ
ュラムと教授・学習方法を開発する。 

 
３． 研究の方法 
 初年度には、わが国および諸外国の優れた

音楽教育のカリキュラムと具体的な教
授・学習方法を研究し、わが国の音楽科
教育への適用の有効性を探る。さらに、
「ふしづくりの教育」の歴史的・理論的
研究を行う。 

 第 2 年度には、初年度の総括を行う。具体
的には、諸外国の優れた音楽教育のうち、
わが国の音楽科教育への導入の適否を
判断し、さらに、実際の音楽の授業の流
れのなかで、「ふしづくりの教育」がど
のように実践されていたのかを解明す
るために、過去の「ふしづくりの教育」
の授業研究を行う。 

第 3 年度には、本研究の最終段階として、
現在の音楽科教育を見据えた、学力構築のた
めの提案を行い、さらに、若干の「ふしづく
りの教育」の授業実践を行う。 
 
４．研究成果 
4-1 
諸外国の優れた音楽教育のカリキュラム

と具体的な方法に関しては、雑誌論文①で示
した、スペイン・カタルーニャ州のペラアン

トン校で実践されている、ヴィレムスの音楽
教育の理論と方法を研究し、ヴィレムスの楽
器群を導入した。さらに、ペラアントン校で
実践されている音楽とダンスの一体化した
音楽教育について研究した。 
4-2 
「ふしづくりの教育」に関しては、雑誌論

文⑦、雑誌論文⑩、雑誌論文⑪、学会発表①、
学会発表③、学会発表⑤、学会発表⑦、学会
発表⑭、学会発表⑯で岡山県倉敷市立茶屋町
小学校における「ふしづくりの教育」の授業
研究、雑誌論文⑮、学会発表㉕で岡山市立豊
小学校における「ふしづくりの教育」の授業
研究を行った。 
なお、この授業研究は、一連の「ふしづく

りの教育」の授業研究の最後となるものであ
る。これ以降は、「ふしづくりの教育」の授
業実践へと進む。 
4-3 
初年度・第 2年度には、「ふしづくりの教

育」に関する授業研究を重ねて、「ふしづく
りの教育」の授業の諸特徴を明らかにした。
最終年度には、それらの特徴を生かして、「ふ
しづくりの教育」の授業実践を行った。 
 以下の研究は、「ふしづくりの教育」の第 1

段階のうち「おへんじあそび」・「なまえ
よびあそび」・「なきまねあそび」を「わ
らべうたあそび」として再構成し、現在
の音楽科教育における音楽科の学力達
成の効果的な教授・学習方法であるかを
検討する。 

学会発表⑱⑲は就学前教育における有効
性を、学会発表⑳㉖は特別支援教育における
有効性を、学会発表㉓は小学校教育における
有効性を検証した。 
その結果、すべての校種において、①短い

フレーズを次々に交代し、できるだけ多数の
学習者に活動の機会を提供するという「ふし
づくりの教育」の教授方法は、歌唱に対する
抵抗感を低減した。②この教授方法は、学習
者の歌声の実態を、学習者自身・他の学習
者・教授者に余すところなく正確に認識させ
ることに貢献した。これらの結果、学習者の
授業参加への積極性が培われ、大きな成果が
具体的に示された。 
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